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４／６　門別小学校入学式



増減率平成１8年度平成１9年度

 2.7%101億4,650万円104億2,250万円一 般 会 計

　  10.2% 17億1,956万円  18億9,506万円国民健康保険事業特別会計

△ 17.4%   18億828万円  14億9,436万円老 人 保 健 事 業 特 別 会 計

  2.3%    8億9,423万円9億1,515万円介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

△ 3.9%     2億7,514万円   2億6,436万円介護老人保健施設事業特別会計

　 4.4%1億1,819万円    1億2,335万円簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

　  5.1%     8億689万円    8億4,766万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

7.3%4億8,892万円    5億2,455万円水 道 事 業 会 計

△ 1.3%   13億3,135万円  13億1,398万円国民健康保険病院事業会計

　▲　宮下団地（平成１８年度整備）

予算総額178億97万円　　
　　　　　　　（前年度対比1.2％増）



平成19年度一般会計予算は前年度2.7％増の104億2,250万円
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歳出総額
104億2,250万円

○基金(預金)の残高の予定(平成19年度末)

　日高町の預金の残高 8億7,837万円（うち一般会計　8億1,833万円）
　　　　　　　　　　　　　　町民一人当たり約 6万1,515円（平成19年3月末人口）
○地方債(借金)の残高の予定(平成19年度末)

　日高町の借金の残高 249億8,597万円
　　　　　　　　　　　　　　町民一人当たり約 175万円（平成19年3月末人口）
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焔事業費が500万円以上の事業を掲載しています。（事業費には人件費等事務費を含む）

焔(　 )は担当部局名

１　安心して暮らせる健康・福祉のまちづくり　
（１）日高高寿園管理委託事業　28,350千円（住民生活課）

　　　日高高寿園の運営委託に要する経費です。

（２）老人福祉施設基本構想委託事業　6,000千円（門別老人ホーム改築準備室）

　　　養護老人ホーム「門別長生園」は、昭和４６年５月に開設して以来３５年が経過し、施設全体の老朽化が著し

　　いため、改修コストが増嵩するなど、改築は緊急の課題となっていることから養護老人ホームの改築を含

　　め、特別養護老人ホーム等福祉施設の総合的な整備にあたっての基本構想等を策定するための経費です。

（３）放課後児童対策事業　7,035千円（保健福祉課・教育委員会生涯学習課）

　　　保護者が労働等により昼間家庭にいない児童を対象に適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育

　　成を図るための経費です。

（４）医療機器整備事業　10,500千円（日高国保病院）

　　　現在使用している全自動総合血液学分析装置は平成９年に導入したものであり使用頻度、更には精緻度

　　の高い機器であるため老朽化により故障が頻発しています。整備導入後９年目を迎え検査値の精度的な問

　　題も含め、高額修繕が危惧されるため更新するための経費です。

（５）健康づくり推進事業　33,411千円（保健福祉課・住民生活課）

　　　乳幼児から高齢者までの健康保持増進を目的とした教育、相談、健(検)診、家庭訪問等の事業を実施する

　　ための経費です。

（６）とねっこの湯・とねっこ館運営・健康増進事業　133,193千円（住民課・保健福祉課）

　　　とねっこの湯・とねっこ館の管理運営及びとねっこ館へのインストラクターの配置やレッスンプログラム

　　など運動指導事業の実施に要する経費です。

（７）社会福祉協議会補助金　24,525千円（保健福祉課・住民生活課）

　　　社会福祉協議会の運営に要する人件費及び事業費に対し補助する経費です。

（８）地域生活支援事業費　9,961千円（保健福祉課・住民生活課）

　　　障害者地域生活支援事業に要する経費です。

　　　　｛国補助金1,933千円、道補助金3,966千円、町負担金3,942千円、その他負担金120千円｝

（９）季節保育所運営費助成金　16,786千円（保健福祉課）

　　　季節保育所の運営に要する経費に対し助成する経費です。

　　　　｛国補助金7,984千円、町負担金8,802千円｝

（10）労働者生活安定資金貸付金　15,000千円（企画商工課）

　　　日高町に居住する勤労者に対し、福利厚生と勤労意欲の増進及び労働力の安定化を図るため資金の貸付

　　を行うことを目的とし、金融機関（北海道労働金庫）に原資を預託し、金融機関は預託金の1.5倍を範囲と

　　して融資を行うための経費です。

（11）エンゼル祝金支給事業　6,740千円（住民課・住民生活課）

　　　次代を担う子の健全な育成を促進することを目的としてエンゼル祝金を支給するための経費です。

　　　臼第２子までの出生子１人につき50,000円

　　　渦第３子以降の出生子は１人につき30,000円を臼の額に加算します。



２　産業が元気なまちづくり
（１）中山間地域総合整備事業　66,700千円（建設課）

　　　里平地区の営農飲雑用水施設が、平成１５年台風１０号の災害により施設の水源域が被災しました。営農や

　　生活環境に支障が生じているため、濾過能力の向上と施設の改修により、営農及び生活環境の向上、また、

　　生産基盤整備事業として、客土、暗渠排水、ほ場整備、農用地の改良又は保全事業を組み合わせて総合的に

　　実施し、農業生産の安定経営を目指すための経費です。

　　　｛国負担金36,685千円、道負担金17,768千円、地方債6,700千円、受益者負担5,520千円、町負担27千円｝

（２）地域用水整備事業（オコタン地区）　110,000千円（建設課）

　　　本地区は、昭和４９～５７年度に道営明渠排水事業により三面張りコンクリート水路で改修されたが、下流か

　　ら遡上するサケなどの魚類に対し、支障になる落差工などの作工物があります。また、国道から上流には湿

　　地が広がり、蛍が舞い飛び、自然豊かな環境が見られます。このような流域環境の保全・再生を図るため、

　　排水路本体と周辺環境の再整備を行うための経費です。

　　　｛国負担金55,000千円(50%)、道負担金27,500千円(25%)、町負担金27,500千円(25%)｝

（３）優良肉用牛繁殖素牛導入事業　5,000千円（産業課・経済振興課）

　　　長引く景気低迷により、基幹産業である軽種馬生産をはじめとした農業経営が厳しい状況におかれてい

　　ます。今後の安定した農業経営を支援するため、複合、転換を図っていくことが必要であることから、優良

　　黒毛和種肉牛群の形成を促進するとともに、農家経済の安定と複合経営の振興、新規就農者への支援を目的

　　とし、1頭につき10万円を補助します。ただし、一戸あたり年間10頭を上限とし、かつ5年間で20頭を上限

　　として補助する経費です。

（４）産業振興奨励補助事業　15,077千円（産業課・経済振興課）

　　　町の特産品として、生産規模拡大と生産農家の経営安定を図るため、施設ハウス及び機械等の整備を行う

　　とともに、農業用廃プラスチック適正処理の推進を図り、リサイクル処理による「クリーン農業」を確立す

　　るため、生産組織に補助金を交付する経費です。

（５）地域政策総合補助事業　14,000千円（産業課・経済振興課）

　　　近年の米の価格低迷等により、水稲作付け者が減少してきており、野菜等を導入した複合経営の確立が課

　　題となってきています。そこで市場からの需要も伸びており、地域の振興作物として位置づけられている

　　　「とまと」、「いちご」、「軟白長葱」等を導入品目として経営転換や複合経営の推進を図るための経費です。

　　　｛道補助金14,000千円｝

（６）ホッカイドウ競馬売上増進対策補助事業　53,303千円（企画商工課）

　　　ホッカイドウ競馬の売上増進の対策に係る費用について、馬産地である地域や関係機関（農協・馬主会等）

　　で協力し負担する経費です。

　　　｛その他負担金10,000千円、町負担金43,303千円｝

（７）21世紀北の森づくり推進事業　10,725千円（産業課・経済振興課）

　　　民有林に対して、森林としての機能の活性化を図ると共に、森林資源の充実、森林の有する公益的機能の

　　高度発揮を目的としています。本町に於いても着氷被害や台風災害が発生するなど、大規模な皆伐が進め

　　られた結果、これらの伐採跡地に今後5年間をかけ、災害に強い森林づくりを推進するための経費です。

　　　｛道補助金6,600千円、町負担金4,125千円｝

（８）森林環境保全事業　16,139千円（産業課・経済振興課）

　　　町有林の人工造林（地拵、植付、除間伐、下刈）事業により健全な森林の育成と管理をするための経費で

　　す。

　　　　｛道補助金10,975千円、町負担金5,164千円｝

（９）木材振興対策事業貸付金　7,000千円（経済振興課）

　　　町内林産業の振興を図るため、資金貸付を行い経営の安定と住民就労の場の拡充を図るための経費です。



（10）森林管理道中ノ沢線開設事業　35,432千円（経済振興課）

　　　平成14年度からの継続事業で、今年度で完成します。富岡地区の森林施業が容易に可能となり高度な森

　　林の持つ公益的機能が発揮されるよう林道を整備するための経費です。

　　　｛道補助金17,340千円、地方債18,000千円、町負担金92千円｝

（11）地域水産物供給基盤整備事業　8,000千円（産業課）

　　　昆布の生産量が全体漁獲量の約5％を占めるとともに、経営全体の約50％が採算漁業に従事し、地域経済

　　の重要な役割を担っています。しかし、近年、水産物の輸入による価格低迷や資源の減少等により漁業収入

　　が低下している状況にあるため、海域漁場を造成拡大し、水産資源の維持回復を図るための経費です。

　　　｛町負担金4,000千円、漁組負担金4,000千円｝

（12）水産業振興構造改善事業　9,000千円（産業課）

　　　食品衛生対策の向上及びＨＡＣＣＰ対応が求められ、また消費者への安心・安全な供給体制が求められて

　　いるため、海水滅菌装置の導入に対し補助する経費です。

　　　｛道補助金6,000千円、町負担金3,000千円｝

（13）商工会運営補助金　24,300千円（企画商工課・経済振興課）

　　　商工会の運営に係る人件費と事業費に対し補助する経費です。

（14）商業コミュニティ施設運営整備補助事業　13,390千円（経済振興課）

　　　商業コミュニティ施設（商工会・テナント店舗・コミュニティ施設・道の駅）の内、コミュニティ施設と

　　道の駅部分に対する運営と施設整備費に対する補助経費です。

　　　｛内訳　商業コミュニティ分5,100千円、道の駅8,290千円｝

（15）宿泊施設整備事業　8,000千円（経済振興課）

　　　ひだか高原荘本館宿泊棟の屋根塗装及び外壁改修経費です。

（16）日高国際スキー場施設業務委託　30,000千円（施設整備課）

　　　日高国際スキー場の管理及び運営に関する業務を委託経費です。

（17）日高国際スキー場整備事業（圧雪車整備）　27,500千円（施設整備課）

　　　日高国際スキー場では、２台の圧雪車を用いて常時ゲレンデ整備を行い、スキー場利用客へのサービスを

　　行っています。平成元年に購入した車両が平成18年２月にエンジンが故障し、部品も生産中止となったた

　　め補修が不可能となりました。このためゲレンデ整備のため新たに圧雪車１台を購入するための経費です。

　　　｛地方債27,500千円｝

（18）イベント開催助成金　5,101千円（企画商工課・経済振興課）

　　　各観光イベントの開催に対する助成経費です。

　　　｛樹魂まつり2,800千円、山海まつり701千円、門別ししゃも祭り1,600千円｝

３　豊かな心を育む教育・文化のまちづくり
（１）英語指導助手受入事業　9,365千円（教育委員会管理課・生涯学習課）

　　　諸学校における外国語教育の充実と地域レベルの国際交流の推進を目的とした経費です。

（２）里平小学校屋上防水工事　5,000千円（教育委員会管理課）

　　　老朽化により雨漏りが発生していることから防水工事を行う経費です。

（３）日高小学校パソコン更新事業　6,000千円（教育委員会管理課・生涯学習課）

　　　授業用パソコンの老朽化に伴いパソコン本体を更新に要する経費です。　更新台数　25台

（４）教職員住宅建替事業　25,000千円（教育委員会管理課）

　　　老朽化住宅の建替及び取り壊しに要する経費です。



（５）読書普及推進事業　7,000千円（教育委員会図書館郷土資料館）

　　　日高図書館と門別図書館の図書及び視聴覚資料の購入経費です。

　　　{一般図書5,600千円　児童図書1,200千円　視聴覚資料200千円}

（６）産業学習推進事業に要する経費　34,631千円（教育委員会産業学習推進室）

　　　産業学習の授業等の運営、産業学習寮の管理運営、及び産業学習制度の推進に必要な経費です。

（７）日高山脈館運営事業　5,490千円（教育委員会日高山脈館）

　　　日高山脈の地質や自然に関する情報発信を行い、関連資料を展示する施設として管理運営経費です。

４　快適で安全なまちづくり
（１）街路灯設置運営補助事業　9,200千円（総務課）

　　　自治会等が行う街路灯の新設改良に要する費用に対し65%を補助します。また、自治会等が管理する街路

　　灯の電気料の75%を補助のための経費です。

（２）生活維持路線維持費補助金　9,975千円（企画商工課）

　　　町内の生活路線バスを確保するため、運行することで発生する赤字額の70％を道南バスに対し補助する

　　経費です。

（３）車両運転業務委託　15,939千円（施設整備課）

　　　町内バス及び行政バスの運行委託に要する経費です。

　　　｛道補助金1,166千円、運行収入1,500千円、町負担金13,273千円｝

（４）町道賀張１号線道路改良舗装工事　120,000千円（建設課）

　　　賀張地区の主産業である農業・軽種馬搬送等の重要な町道で、交通量も多いが現道は未改良で簡易舗装の

　　道路です。約３０年近く経過し舗装路面の破損が甚だしい状態で、また幅員が狭く、堆雪幅もないことから車

　　両の安全なすれ違いが困難な状況であるため、道路の整備を行うための経費です。今年度で事業完了とな

　　ります。

　　　｛国交付金72,000千円(60%)、地方債44,800千円、町負担金3,200千円｝

（５）町道豊田３号線道路改良舗装工事　44,000千円（建設課）

　　　農業・軽種馬搬送等の重要な町道で、交通量も多いが現道は未改良で幅員が狭く車両（特に大型車）の交

　　差が困難であり交通の隘路となっているため、道路の整備を行うための経費です。今年度で事業完了とな

　　ります。

　　　｛国交付金26,400千円(60%)、地方債16,400千円、町負担金1,200千円｝

（６）町道幾千世庫富１号線道路整備事業　127,000千円（建設課）

　　　地域に密接なつながりのある幹線道路であり、交通量の増加に伴い通行の安全性が高まり、現在の道路幅

　　員は片側１車線で交互通行できる状況でありますが、堆雪幅がなく冬期は１車線状態となり、車両の安全な

　　すれ違いが困難な状況です。この度、北海道の日高門別川総合河川改修工事による幾千世橋の架換及び延

　　長に併せ道路の整備を行うための経費です。今年度で事業完了となります。

　　　｛国交付金76,200千円(60%)、地方債48,500千円、町負担金2,300千円｝

（７）町道幾千世3号線道路整備事業　71,949千円（建設課）

　　　町道幾千世庫富１号線と、町道幾千世２号線を結ぶ路線であり、路線沿いには、耕作農地があります。軽

　　種馬農家の多い本地区は、採草・放牧地等の大規模な圃場が多く、大型機械の往来も多いところですが、幅

　　員が狭く勾配も急なために雨の影響等で路面が痛みやすく、補修作業も多く発生する状況であるため、道路

　　の整備を行うための経費です。

　　　｛地方債71,900千円、町負担49千円｝



（８）町道庫富幾千世1号線（希望橋）伸長事業　15,000千円（建設課）

　　　本路線は、地域に密接なつながりのある幹線道路ですが、平成15年の災害時には日高門別川の氾濫に伴

　　い河道断面の不足から多大な被害をもたらした。

　　　北海道では日高門別川統合河川改修を進めており、河道断面の拡幅に伴い、希望橋の橋長が不足してお　

　　り、伸長しなければならない。平成20年度に施工するための調査測量設計委託経費です。

　　　｛地方債13,500千円　町負担　1,500千円｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（９）日高分屯地周辺町道16号線外１路線改良舗装事業　10,000千円（施設整備課）

　　　既存道路は幅員が狭いことから、一般車輌との離合困難、歩道がない為、小中学校の通学者等の歩行者へ

　　の危険等が生じているため、道路の整備を行うための経費です。

　　　｛国補助金6,975千円、地方債3,000千円、町負担金25千円｝

（10）町道宮下3号線改良舗装事業　15,000千円（施設整備課）

　　　安全確実な交通の確保と市街地及び公共施設へのアクセス機能を向上させるため、道路の改良・舗装を行

　　います。また、公営住宅建て替え事業と併せて周辺環境整備を行うための経費です。今年度で事業完了と

　　なります。

　　　｛地方債13,500千円、町負担金1,500千円｝

（11）その他町道整備事業　47,000千円（建設課）

　　　交付金の該当にならない町道の整備を行うための経費です。

　　　｛地方債22,400千円、町負担金23,600千円｝

（12）道路橋梁維持工事事業　20,000千円（建設課）

　　　道路橋梁の維持工事に要する経費です。

（13）町道舗装委託業務　15,000千円（建設課）

　　　町道の舗装補修に要する経費です。

（14）町道維持委託料　58,547千円（建設課・施設整備課）

　　　町道の除雪や草刈など、町道の維持に要する経費です。

（15）河川改修事業　9,000千円（建設課）

　　　災害の未然防止のため、普通河川の河床掘削をするために要する経費です。

（16）石綿セメント管更新事業　33,650千円（上下水道課）

　　　耐震性の低い老朽化した石綿管の布設替えを行うことにより、漏水事故等を防止し安定した給水を確保

　　します。今年度より順次実施するための経費です。

（17）平賀地区水道管整備事業　6,700千円（上下水道課）

　　　富川第２水源より富川北地区への給水を可能にすることにより、複数の配水ルートを確保でき安定した

　　給水を確保するための経費です。

（18）国道２３７号交差点工事に伴う水道管移設事業　6,200千円（上下水道課）

　　　国道237号交差点改良工事施行箇所の支障となる水道管の移設を行うとともに、老朽化した水道管の布設

　　替えを行うための経費です。

（19）簡易水道施設整備事業（基幹改良）　39,278千円（施設整備課）

　　　道道右左府橋架替えに伴う水道管の移設工事を行するための経費です。

　　　｛国補助金8,400千円、地方債26,700千円、補償費3,900千円、町負担金278千円｝

（20）千露呂橋配水管移設工事　5,610千円（施設整備課）

　　　千露呂橋の落橋防止工事に伴い、水道管を移設するために要する経費です。



（21）特定環境保全公共下水道事業　33,278千円（施設整備課）

　　　道道三岩日高線右左府橋架替え及び道路切替えに伴い下水道管移設を行うための経費です。

　　　｛地方債9,500千円、補償費23,500千円、町負担金278千円｝

（22）特定環境保全公共下水道事業　7,000千円（施設整備課）

　　　平成8年度整備した雨水管の一部が町有地に布設出来ず、止むを得ず10年間契約で私有地を借地し布設し

　　ました。平成18年度末で契約が解除となるため、町有地を買い入れた場所に布設替えするための経費です。

（23）富川西３丁目地区雨水管整備事業　90,000千円（上下水道課）

　　　昨年8月の大雨でも、末広食堂からセブンイレブンにかけての国道235号が冠水し車両通行に支障をきた

　　しただけでなく、背後の町道、住宅地域の雨水浸水も著しい状況であるため、この地域の雨水対策を実施す

　　るための経費です。

　　　｛国補助金45,000千円(50%)、地方債42,700千円、町負担金2,300千円｝

（24）富川東６丁目地区雨水管整備事業　23,000千円（上下水道課）

　　　町道、住宅地域の雨水浸水も著しい状況であるため、この地域の雨水対策を計画的に実施するための経費

　　です。

　　　　｛国補助金11,500千円(50%)、地方債10,900千円、町負担金600千円｝

（25）下水道処理場改築・更新計画の策定　14,000千円（上下水道課）

　　　富川浄化センターが平成2年度に供用開始され、機器の更新時期を迎えております。計画的に機器の更新

　　を図るため、改築・更新計画を策定するための経費です。

　　　｛国補助金7,000千円(50%)、町負担金7,000千円｝

（26）富川・門別本町地区汚水管整備事業　10,000千円（上下水道課）

　　　新築住宅等に伴う、汚水管及び公共桝の整備を行うための経費です。

　　　｛地方債9,500千円、町負担金500千円｝

（27）公営住宅整備事業（宮下団地）　169,751千円（施設整備課）

　　　昭和３８年度建設から昭和４５年度と古いため、公営住宅ストック総合活用計画に基づき建替えを行うため

　　の経費です。

　　　｛国交付金76,389千円(45%)、地方債92,800千円、町負担金562千円｝

（28）公営住宅整備事業（若草団地）　171,144千円（管財建築課）

　　　昭和４２年から５３年にかけて建設された団地であり、老朽化が著しく浴室・水洗化が未整備な住宅について

　　建替えを行い、居住水準の向上と良好な住環境の整備を図るための経費です。

　　　｛国交付金77,014千円(45%)、地方債93,800千円、町負担330千円｝

（29）公営住宅整備事業（厚賀団地）　16,130千円（管財建築課）

　　　厚賀団地は、昭和４６年から５１年にかけて建設された団地で、耐用年数が経過しており地域的な需要をもと

　　に建替を行います。また、既に耐用年数が経過し老朽化が著しく用途廃止が必要な木場団地集約分の受け

　　皿としても使用します。平成２５年度まで順次整備し、今年度は測量と調査設計を行するための経費です。

　　　｛国交付金7,259千円(45%)、地方債8,800千円、町負担71千円｝

（30）公営住宅整備事業（北通団地）　229,539千円（管財建築課）

　　　表町団地・新栄団地等の建替を円滑に進めるための受け皿として、入居者の利便性を考慮し富川北3丁目

　　に新しい団地を整備するため、今年度は建設用地を取得するための経費です。

　　　｛国交付金103,292千円(45%)、地方債126,200千円、町負担47千円｝

（31）公営住宅水洗化工事（千栄団地）　18,378千円（施設整備課）

　　　千栄団地の合併浄化槽による水洗化工事を行うための経費です。

　　　｛国交付金8,270千円(45%)、地方債10,100千円、町負担金8千円｝



（32）公営住宅改修事業　19,058千円（管財建築課・施設整備課）

　　　公営住宅の屋根や外壁の塗装・改修を行うための経費です。

（33）浄化槽設置整備事業　7,419千円（管財建築課・施設整備課）

　　　生活排水による公共水域の水質汚濁を防止するとともに、生活環境の改善及び公衆衛生の向上を図るた

　　め、公共下水道事業及び農業集落排水事業区域外においての住宅に係る合併浄化槽の設置に対し補助金を

　　交付する経費です。

　　　｛国補助金2,473千円、道補助金1,800千円、町負担3,146千円｝

（34）ごみ収集処理業務委託　12,692千円（施設整備課）

　　　日高地区のごみ収集及び焼却等の処理委託に要する経費です。

　　　｛ごみ処理手数料収入外5,760千円、町負担金6,932千円｝

（35）クリーンセンター管理業務委託　6,009千円（施設整備課）

　　　日高地区クリーンセンターの管理業務の委託に要する経費です。

（36）小規模治山事業　38,657千円（産業課・経済振興課）

　　　上流域からの土砂の流出防止・水路の整備を行います。門別地区は豊郷の石原地先の沢、日高地区は日高

　　１区佐藤の沢を整備する経費です。

　　　｛道補助金18,537千円(50%)、地方債20,000千円、町負担金120千円｝

５　その他
（1）総合振興計画策定事業　5,548千円（企画商工課）

　　　平成20年度から始まる10年間のまちづくり計画を策定するためのまちづくり審議会委員報酬や計画書の

　　印刷などに要する経費です。

　　　｛道補助金5,548千円(100%)｝

☆お知らせ☆
町民の皆様への公開体験授業
～北海道日高高等学校～

　日高高等学校では、平成２０年度から一部科目履修（一般の方々を対象に入学しなくても高校で行っている特

定の授業を受けることができる）制度を導入することを計画しています。

　今年度は毎月１回、公開授業体験週間を設けて町民の方々に参加してもらおうと考えています。

　５月は、７日（月）～１１日（金）を予定しています。体験授業参加を希望される方、詳細を知りたい方は事前に

学校（01457-6-2626　担当：教頭）にご連絡くださいますようお願い致します。

  なお、時間帯および公開する科目は次のとおりです。

　＜時間帯＞

　◎１校時　１７：４５～１８：３０　◎２校時　１８：３５～１９：２０　◎３校時　１９：２５～２０：１０　◎４校時　２０：１５～２１：００

　＜公開科目＞

　◎数　　学：難しく考えず、頭の体操をしましょう。

　◎英　　語：英文を読みながら英語文法の基礎を学習します。

　◎国　　語：現代文、古文、漢文の読みをとおして様々な表現方法の基本について学習します。

　◎理　　科：自然科学の基礎基本について学習します。

　◎社　　会：現代の国家の形成過程と歴史的・政治的視点から追究します。

　◎保健体育：一緒に体を動かしましょう。

　◎家　　庭：家族関係と法律について学習します。

　◎音　　楽：歌を歌い、楽器を演奏する楽しさを学びます。

　◎情　　報：初歩的なパソコンの扱いからワープロ等、パソコンの使い方を高校生と学べます。
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　（平成１９年使用交通安全年間スローガン こども部門 最優秀作 ）

　　○スピードの怖さを知ってください！

　　　　速度が２倍になると衝撃は４倍になります。      

　　◯低速ならはっきり見えても

　　　　速度が上がると認識できる範囲が狭くなります！

　　○実施期間

　　　・５月１１日(金) ～ ２０日(日)

　　○重点項目

　　　・子どもと高齢者の交通事故防止

　　　・速度上昇期に伴うスピードの出し過ぎ防止

　　　・自動車の安全利用の推進

　　　・二輪車の安全利用の推進

　　　・速度上昇期に伴うスピードの出し過ぎ防止

　　　・後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

１３件・・・・焔発生件数

３人・・・・焔死  者  数

１２人・・・・焔傷  者  数

２００７年３月３１日現在

第１３号

気日常の生活の中で交通安全を考え実践しましよう。

交通死亡事故抑止３大対策４大キャンペーン
今年もワーストワン返上！

　　　Ｓ　スピード・ダウン
　　　Ｓ　シルバー・セーフティアップ
　　　Ｓ　シートベルト・レベルアップ
　　　　　※飲酒運転追放

毎月１５日は

道民交通安全の日

 ストップ・ザ・交通事故死

目指せ！５か月間無事故・無違反！（実施期間：７月１日～１１月３０日）

　◎募集期間：４月１日～６月３０日

　　　　　　　　　　・参加資格／運転免許保有者（道内居住）

　　　　　　　　　　・参加部門／５人チーム部門

　　　　　　　　　　　　　　　　３人チーム部門

　　　　　　　　　　　　　　　　個人（１人）部門

　　　　　　　　　　・参加費／１人７００円（運転記録照明証の法定手数料）

              　　　　　　　※ お問い合わせは門別警察署まで

☆抽選で無事故・無違反達成者には１５万円の旅行クーポン券が当たる！
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 慰  易  尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉 

４月６日
小学校新入学児童交通安全啓発

４月６日
新入学児童・父兄交通安全講話

　ルート日高第１２号（３月

号）の各小学校の入学予定

者数で「豊郷小学校２名」

の記載が欠けていました

ので訂正してお詫び申し

上げます。

訂正とお詫び



　ＪＡ門別町（鍋谷靖昇組合長）の軟白長葱部会（丹羽優部会長）は町特産の

軟白長ネギのネーミングを昨年末に公募していました。この度、１２９点の応

募作品の中から選考委員会で検討し、名称を「美味（うま）ネギ君」と決定。３

月２０日に名付け親となった守屋里美さん（富川南２）が懸賞金を受け取りま

した。

　守屋さんはＡコープ店舗でネーミング募集を知り応募し、「馬産地

のウマと美味しい長ネギの組合せで、思いつきました。選ばれてとて

　　 もびっくりしました。」と話していました。

　　 　４月２日に「美味ネギ君」の初出荷がＪＡ門別町農産物集出荷場で

　　 行われ、丹羽部会長は「新ネームで全国に売り込み、多くの人に食べ

　　 て貰いたい。」とあいさつしていました。初日は１ケース６キロ詰め

　　 ４２ケースでスタートしました。

　平成１８年度の国内各犬種の最高位を決める(社)ジャ

パンケネルクラブ（ＪＫＣ）公認の「ペディグリーア

ワードセレモニー」が３月２１日、東京で行われ、亀澤滋

俊さん（富川東５）の愛犬「ナナ」（犬種イングリッシュ・

セッター）がイングリッシュ・セッター部門でチャンピ

オンに輝きました。

　ペディグリーアワードは国内犬種の資質向上とドッ

クショーやベストオブブリードの意義を深めることを

目的に各種コンテストを開催しています。

　道内のＪＫＣ公認のクラブ展やインターナショナル

ショーなどの大会に出場し全てに入賞した「ナナ」は年

間ポイントが最も多かったため表彰の対象となり、本部門で見事、国内チャンピオンとなりました。

　亀澤さんは１２年からドックショーに参加。現在は繁殖も行っており、「繁殖した２世でもチャンピオンを

目指したい」と意欲を見せ、「趣味で参加しているが今回、名誉ある賞をいただけると思っていなかったの

でうれしい。」と話していました。

　３月１５日、かもめカラオケ倶楽部（阿部登志夫代表）が特別養

護老人ホーム門別得陽園を慰問に訪れました。

　自慢の歌声や舞踊を披露すると一緒に口ずさむ入所者や喜

びのあまり目を潤ませる入所者もいました。予定の８曲を熱唱

し終えるとアンコールが沸き起こり、アンコールに応え１曲を

追加していました。

　阿部代表は「私達のカラオケで皆さんが少しでも元気になっ

て欲しい。」と話していました。



　

　４月６日、町内の各小学校で入学式が行われました。今年は１２１名の新一年生が大きな期待と小さな不安

を胸に小学校の門をくぐりました。

　このうち門別小学校（水野金一校長）では児童３０名が父母に連れられ新しいピカピカのランドセルを背

負いが元気に登校していました。新一年生は先生に名前を呼ばれると大きな声で返事をし、在校児童は合

唱で歓迎をしました。山下敏洋ＰＴＡ会長がクイズ形式で門小の校章を紹介するとそれまで緊張していた

一年生も笑顔になり、会長の話に興味津々、耳を傾けていました。　

　日高西部消防組合日高消防団（藤井豊団長）門別分団中迫勝彦分団

長が、平成１８年度消防庁長官表彰で永年勤続功労章を受章されまし

た。

　４月１日、門別分遣所で授与式が行われ、藤井団長から永年勤続功

労章が授与されました。中迫分団長は、昭和４４年７月１日消防団員を

拝命以来、３７年の永きにわたり、消防の発展及び育成強化に努められ

その功績が評価され今回の表彰となりました。

　「今後も団員の育成等に努力していきたい。」と話していました。

　道路建設・秋津道路経常共同企業体（代表　道路建設株式

会社　宮崎洋二取締役社長）は３月１４日、交通安全啓発用の

「安全旗」３００枚を町に寄贈されました。

　道路建設株式会社（札幌市）の庄司秀隆道南事業所長と秋

津道路株式会社（札幌市）の近藤孝司道央営業所長が役場を

訪れ、蛍光の黄色地に緑色で「交通安全・日高町」と書かれた

安全旗を三輪町長に手渡しました。

　共同企業体として昨年３月から苫小牧市から日高町まで

の国道沿いに光ファイバーを埋設する室蘭開発建設部発注

の工事を施行。工事は無事に終了できたことから地域の協

力に対しお礼として今回の寄贈を決められました。

　苫小牧・厚真・むかわにもそれぞれ３００枚ずつ、計１，２００枚を寄贈されています。
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③
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　平成１８年度日高町ゲートボール交流戦が３月８日（木）、門別中央スポーツホールで開催されました。

　この大会は、旧門別町で開催されていた大会が、合併に伴い名称を「日高町ゲートボール交流戦」と変更し、今

年度より開催となった大会です。

   日高・門別地区のチームが１６チーム（約１１０名）が参加し、ＡからＤの４ブロックに分かれ、日頃の腕前を競い

合いました。

　大会結果は次のとおりです。

　　◎総合優勝　日高せせらぎ　　Ａブロック　優勝　はまなす

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂブロック　優勝　トニカ融和会

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃブロック　優勝　日高せせらぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄブロック　優勝　庫富壮遊会Ｂ

 呉  娯  吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 

 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 
 後 

 御  悟  吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾 

　学校体育施設（体育館・グラウンド）を学校教育に支障のな

い範囲で町民のスポーツ活動の日常化・生活化を図ることを

目的に開放します。

　利用希望の団体は、次の順序で手続きが必要となります。

　　①利用登録（利用団体から教育委員会へ）

　　②登録承認（教育委員会から利用団体へ）

　　③利用申込（利用団体から学校へ）

　　④利用許可（学校から利用団体へ）

　　⑤利用開始

　・開放形態により利用団体が重複することがあります。

　・開放曜日、開放日数は各学校で異なります。

　・日高地区は、個人開放も行います。

　屋外体育施設の富川球場、多目的グラウン

ド、富川テニスコート、日高球場、日高テニス

コート、富岡テニスコート、日高森の広場

（サッカー場）の利用が５月上旬頃（予定）よ

り可能になります。　各町営施設を利用する

場合は申し込みが必要です。詳しい内容は、

下記までお問い合わせください。

◎門別地区　教育委員会社会教育課体育係

　　　　　　ＴＥＬ０１４５６－２－２４５１

◎日高地区　教育委員会生涯学習課

　　　　　　教育振興係

　　　　　　ＴＥＬ０１４５７－６－３８５８

　日高町スポーツ少年団体リーダー交流会が３月１７日～１８日の２日間、国立ひだ

か青少年自然の家で開催され、日高町のスポーツ少年団体から３６名が参加しまし

た。

　この交流会は、各少年団体の相互交流を図ると共に、リーダーとしての基礎を

学び、団体活動の中心的役割を果たしてもらうことを目的に開催しています。

　プログラムは、野外活動、レクリエーション交流、リーダー研修、創作活動等で

１日目の野外活動では、最初にスノーラフティングを体験し、その後、日高国際ス

キー場をリフトで登り、肥料袋で行う「尻滑り」を楽しみました。夜には、門別スポーツリーダーズクラブの指導

のもとレクリエーションで交流を深め、違う団体や学校の枠を越えた仲間づくりができたようでした。

　２日目のリーダー研修では、「リーダーとは？」「リーダーに必要な事は？」などの集団での中心的存在になる

ための必要要素を学びました。  創作活動では、ゴミ袋と凧糸で作る「気球作り」の工作にチャレンジし、両方と

もそれぞれ個性ある作品が出来上がっていました。

　この研修に参加したみなさん！２日間の研修を大いに生かし、リーダーとしての活躍を期待しています。

　平成１９年度の町営富川球場開きと野球を通して地域社会の連帯意識の高揚と町営球場の利用促進を図るこ

とを目的に次のとおり教育長杯町内野球大会を開催します。

　◎期　　日　　平成１９年５月１４日（月）～　・開会式　午後６時３０分　・試合開始　午後７時００分  

　◎会　　場　　町営富川球場

　◎対　　象　　町内に居住または通勤している成人で構成されている団体

　◎申し込み　　５月７日（月）までに体育係まで

　◎監督会議　　５月７日（月）午後７時より

　　　　　　　　門別総合町民センターにて行いますので必ず出席願います。

 謂  遺  違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違 
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 医 
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 医 
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 井  亥  違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違 

前年度優勝　愛光会



保健福祉課

　℡ ０１４５６－２－６１８３

総合支所住民生活課

　℡ ０１４５７－６－３１７３

 濠豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪轟 

　

４
月
は
入
学
、
進
学
、
就
職
な
ど
希
望
に

満
ち
た
新
た
な
生
活
が
始
ま
る
季
節
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
何
を
始
め
る
に
し
て
も
ま
ず
自
分

が
「
健
康
」
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
の
季
節
、
自
分
の

た
め
に
家
族
の
た
め
に
健
康
づ
く
り
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
！

自
信
を
も
っ
て

健
康
と
い
え
ま
す
か
？

　

下
の
表
に
あ
る

７
項
目
の
う
ち
、

「
は
い
」
と
答
え

た
も
の
が
い
く
つ

あ
っ
た
か
数
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

実
は
こ
の
７
つ
の
質
問
は
、
ア
メ
リ
カ
の

ブ
レ
ス
ロ
ー
博
士
が
提
案
し
た
７
つ
の
健
康

習
慣
で
す
。「
は
い
」
と
答
え
た
数
が
多
い

人
は
、
守
ら
れ
て
い
る
健
康
習
慣
が
多
い
人

と
い
う
こ
と
で
、
長
生
き
で
き
た
り
、
生
活

習
慣
病
に
か
か
り
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
2
0
1
5
年
に
、　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
の
割
合
が
４
人
に
１
人
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
病
気
や
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、
い
き

い
き
と
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
的

な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
に

～
生
涯
現
役
を
目
指
そ
う
～

  
日
本
の
平
成　

年
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

１７

　

．　

歳
、女
性　

．　

歳
で
あ
り
依
然
と
世

７８

５３

８５

４９

界
一
の
長
寿
国
で
す
。

　

と
は
い
え
、
今
ま
で
は
長
生
き
す
る
こ
と

を
課
題
と
し
て
「
平
均
寿
命
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
心
も
体
も

元
気
な
状
態
で
長
生
き
す
る
「
健
康
寿
命
」

を
の
ば
す
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
こ
と
を
心
が
け
、
生
涯
現
役
を
目
指
し

て
生
活
習
慣
を
一
度
振
り
返
り
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
自
分
の
生
活
習
慣
に
取
り
入
れ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

はい・いいえ焔睡眠は７～８時間

はい・いいえ焔朝食は毎日とる

はい・いいえ焔間食は控える

はい・いいえ焔肥満にならない

はい・いいえ焔適度な運動をする

はい・いいえ焔お酒は上手に飲む

はい・いいえ焔たばこは吸わない

　平成１９年４月１日より、日高地区から門別地区までの平取町区間をバス券で
利用できるようになります。
　　特急バスを利用する際は

　　　　　◎日高ターミナル発→苫小牧駅前着の便

　　　　　　　富川大町（グルメシティ前）停留所での降車

　　　　　◎苫小牧駅前発→日高ターミナル着の便

　　　　　　　富川市街停留所からの乗車

　　　　　　　　　　　　　　　　　が利用できるようになります。

【問い合 わせ先】

保健福祉課福祉係　℡０１４５６－２－６１８３　　住民生活課住民福祉係　℡０１４５７－６－３１７３

　症状のないうちにがんを発見する方法は、今のところがん検診を受診する以外はありません。
２年に１回、乳・子宮がん検診を受診しましょう。
◎日　　時　平成１９年５月３０日（水）　受付時間 ①９：００～②１０：００～③１１：００～　＊必ず、申込みして下さい。

◎場　　所　日高こもれびホール（葬儀の場合、日高老人福祉センターへ変更します）

◎対　　象　乳がん　　４０歳以上の女性で昨年受診していない方

　　　　　　子宮がん　２０歳以上の女性で昨年受診していない方

◎検診内容　乳がん　　視・触診、マンモグラフィ　子宮頚がん　細胞診、超音波検査

◎料　　金　乳がん　　５０歳未満の方　２，０００円　５０歳以上の方　１，７００円

　　　　　　子宮がん　頚部　１，６００円　超音波検査　５００円　体部　７００円

　　　　　　※４０歳(昭和４２年生まれ)の方・町民税非課税世帯(同意書を提出して下さい)の方は、無料です。

◎申込み･問い合わせ　 日高総合支所住民生活課健康推進係　℡０１４５７－６－３１７３



＝ 献 血 の ご 案 内 ＝

☆ 北海道赤十字血液センターからのお知らせです ☆
　◎移動献血車による日高町内の献血事業を次の日程で実施いたしますので、献血にご協力ください。

　　　　日高地区　５月２５日（金）　９：００～１０：３０　日高自衛隊前　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　１２：００～１５：００　日高総合支所前

　　　　富川地区　５月２８日（月）　１０：００～１１：００　日高西部消防組合前

　　　　　　　　　　　　　　　　１１：１５～１２：００　門別警察署前　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０～１６：００　ＪＡ富川駐車場

保健福祉課福祉係（℡01456-2-6183）

※平成１９年度における献血事業は、９・１１・３月にも予定しています。

医 療 講 演 会
◎日時：５月１２日（土）１３時３０分から　◎場所：富川公会堂　◎参加料：無料

　共　　催　日高地区生活習慣病予防会（会長　竹中龍男）

　　　　　　ノボノルディスク　ファーマ株式会社　　ジョンソンエンドジョンソン株式会社

　後　　援　日高町

　講演内容　「これからの福祉介護について」　　　　　講師　富川駅前クリニック　谷井広樹医師

　　　　　　特別講演「間違いだらけの糖尿病の常識」　講師　東京女子医科大学名誉教授　大森安惠先生

　司　　会　札幌南青州病院　品田雅博医師

　問い合せ　日高生活習慣病予防会事務局　阿部繁雄（℡01456－2－0203）

平成１９年禁煙ポスター募集
●作品の内容　タバコの害を訴え、禁煙を呼びかけるもので未発表のもの。

　　１．ポスターの大きさ、紙質、作成の仕方

　　　（１）一般の部(高等学校生徒を含む)

　　　　　画用紙Ｂ２判を縦に使用、下部は禁煙週間日程等を記載するので170mm程度空白にする。

　　　（２）小・中学校の部

　　　　　大きさ、紙質、作成の仕方ともに自由。

　　２．応募作品の裏面に、郵便番号、住所、氏名(ふりがな)、年齢、性別、電話番号、職業（学校名、学年）を明記。

　　３．応募資格　道内に居住する一般の方（高等学校生徒を含む）及び小・中学校の児童生徒が作成したもの。

●入選発表　　平成１９年５月下旬、入選者（小・中学校の部については各学校）に通知する。

●応募作品の著作権は、主催者に帰属する。応募作品は原則として返却しません。

●募集締切日　平成１９年５月１８日（金）当日消印有効

●応募先　　　〒060-0001　札幌市中央区北１条西５丁目　日赤会館３階

　　　　　　　社団法人北海道衛生団体連合会内　北海道禁煙週間実行委員会　（℡011-241-7924）　

●主　催　　　北海道禁煙週間実行委員会、財団法人北海道健康づくり財団

◎日　　　程　平成１９年６月１３日（水）　午後１時～５時　門別公民館２階研修室

　　　　　　　平成１９年６月１４日（木）　午前９時～１２時　富川公会堂２階会議室

◎相談担当者　室蘭児童相談所　児童福祉司　判定員

◎相談内容　　・しつけ相談　・言葉の障害、身体障害等　・学校に行きたがらない

　　　　　　　・その他、子どものことで困っていること

◎申込先　　　役場保健福祉課　児童家庭係　℡０１４５６－２－６１８３

　　　　　　　・相談については、一切無料です。相談を希望される方は、５月１１日（金）までに電話にてお申し

　　　　　　　込みください。



○アスリートコース
　バドミントン：通年活動、毎週金曜日富川中学校体育館

　バレーボール：全５回開催、富川中学校体育館

○野外活動
　Ｊｒキャンプ：８月（１泊２日）　ケンタッキーファーム（バレーボールコース）

　スキー教室　：１月（１泊２日）　日高国際スキー場

○Ｊｒクラブ
　いも植　　　：５月（１日間）　　平松借り上げ農園　　　　　　　　　　

　乗馬　　　　：６・７月（全５回）ケンタッキーファーム　

　水泳教室　　：７月（３日間）　　鵡川四季の館　　　　　

　スケート教室：１月（３日間）　　町民スケートリンク

　子ども達の元気な声が聞こえる地域つくりとして事業を展開してきました。

　１９年度も個人経費参加者負担にて引き続き開催いたします。

　◎問い合せ　　富川南西スポーツクラブ　　０９０－１５２５－４１９７（事務局）

　　　　　　　　日高地区スポーツクラブ　　０１４５７－６－２００８（経済振興課内 竹内）

バレーボールコース

乗馬教室

オレオレ詐欺や架空請求に代表される悪徳商法等の手口を紹介します。被害を未然に防ぎましょう！

Ｑ．独り暮らしをしていた老父が老人保健施設に入ることになった。身の回りを整理していて、父の預金口座を

確認するとリフォーム業者からの引き落としが始まっていることが発覚した。父は記憶力や判断力が衰え、契

約の詳細を聞き出すことができないが、契約総額は２００万円を超えるようだ。このままでは次々に引き落とされ

ていくのではないか心配だ。どうしたらよいか。

Ａ．相談者には、銀行に口座振替の停止を申し出ることと、業者に対して工事契約の確認及び工事の必要性につ

いて問いただすことを助言しました。また、短期間に次々契約をさせるなど勧誘方法が悪質なので、警察にも通

報するように伝えました。

　その数日後、この業者（北日本ホームクリエイト）の営業員が特定商取引法違反及び詐欺未遂で逮捕されたこ

とが報じられました。床下点検を装い、下水の汚水マスを故意に破損し、修理契約を結んで代金をだまし取ろう

とした疑いです。

　その後、相談者から、弁護士に相談し、助言を受けることになったという報告がありました。相談所としても

成り行きを見守っています。

雪が消えるこれからが要注意！

　数年前、高齢者を狙ったリフォーム詐欺が相次いで発覚し、社会問題になりました。このためしばらくは沈静

化していましたが、ほとぼりが冷めて、また暗躍する気配が見られます。

　特に北海道は、雪が消えるこれからが要注意です。

　北海道は３月８日、高齢者を狙って床下リフォームの契約をさせていた「ライフケアコーポレーション」に対

し、特定商取引法の違反行為があったとして６ヶ月間の業務一部停止を命じています。

北海道立消費生活センター　　　　　　　　　０５０－７５０５－０９９９
日高町役場（本庁舎）企画商工課商工観光係　０１４５６－２－６１８１
　　　　　（総合支所）経済振興課観光係　　０１４５７－６－２００８



　馬産地「日高町」の門別競馬場から今年度のホッカイドウ競馬が開幕しました。

　今年度は開幕から５月中旬まで門別で開催され、その後１０月中旬までを旭川競馬場のナイター

レース、さらには１０月下旬の札幌競馬場で開催が予定されています。

　ホッカイドウ競馬は経営改善３ヶ年間の初年度に当たる１８年度は前年度を上回る売り上げと

なりましたが、今年度も厳しい存続条件をクリアーするため、町も関係団体、各町ともに協力し支

援していきます。

　町民の皆さんにもホッカイドウ競馬の応援、ご協力をお願いいたします。
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（
特
別
慰
労
品
贈
呈
事
業
）の
実
施
に
つ
い
て

　

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制
抑
留

者
、引
揚
者
の「
ご
本
人
」に
、あ
ら
た
め
て
内

閣
総
理
大
臣
名
の『
特
別
慰
労
品
』を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

過
去
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閣
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臣
名
の
書
状
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を
受

け
た
方
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状
等
の
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求
を
し
な
か
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方

も
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で
す
。
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。
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【場外発売所】

札幌競馬場　門別競馬場　ウインズ釧路　ウインズ室蘭　函館競馬場　ハロンズ岩見沢　旭川レーシング

センター　帯広競馬場　Ａｉｂａ静内　Ａｉｂａ苫小牧　Ａｉｂａ小樽　Ａｉｂａ滝川　Ａｉｂａ浦河　

Ａｉｂａ中標津　Ａｉｂａ留萌　Ａｉｂａ札幌駅前　Ａｉｂａ千歳　Ａｉｂａ函館港町　Ａｉｂａ江別

北海道競馬事務所　札幌市中央区北３条西７丁目（道庁別館西棟６Ｆ）

電話 ０１１－２７１－５０９２　http://www.hokkaidokeiba.net/

◎旭川開催
　３・４・５・１０・１１・１２・１７
　１８・１９・２４・２５・２６・３１

◎門別開催
　２・３・９・１０・１５・１６
◎旭川開催
　２２・２３・２４・２９・３０・３１

◎旭川開催
　５・６・７・１２・１３・１４・１９
　２０・２１・２６・２７・２８

◎門別開催
　１８・１９・２５・２６

◎旭川開催
　１・２・７・８・９・１４・１５
　１６・２１・２２・２３・２８・２９・３０

◎旭川開催
　４・５・６・１１・１２・１３・１８
　１９・２０・２５・２６・２７

◎旭川開催
　２・３・４・９・１０・１１
◎札幌開催
　１６・１７・１８・２３・２４・２５・３０・３１

◎札幌開催
　１・６・７・８・１３



○
万
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の
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に
備
え

学
生
の
方
は
申
請
を

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、　

歳
２０

に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者

と
な
り
、保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。し
か
し
、学
生
に
つ
い
て
は
、申
請
に

よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
と
、万
一
、病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年
金
の
受
給
資

格
要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。学
生
で
あ
っ
て
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、必
ず
学
生

納
付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
に
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。将
来
の
年

金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
、承
認
を
受
け

て
か
ら　

年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付

１０

（
追
納
）す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。（
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、当

時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま

す
。）

○
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が

納
付
特
例
の
対
象
に

　

対
象
と
な
る
の
は
、大
学
、短
期
大
学
、大

学
院
、高
等
学
校
、専
修
学
校
な
ど
の
ほ
か
、

各
種
学
校（
１
年
以
上
の
就
学
課
程
に
限

る
。）に
在
学
す
る　

歳
以
上
の
学
生
で
す
。

２０

　

ま
た
、夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程
も
含
ま

れ
る
の
で
、ほ
と
ん
ど
の
学
生
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。申
請
は
、住
民
登
録
し
て
い
る

市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
の
際
に
は

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類（
年
金

手
帳
な
ど
）と
学
生
証（
ま
た
は
在
学
証
明

書
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
は
、申
請
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

申
請
書
の
入
手
方
法
な
ど
の
ご
照
会
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
役
所
・
町
村
役
場
ま
た
は

社
会
保
険
事
務
所
へ
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
提
出
先

　

日
高
町
役
場
住
民
課
年
金
係　
　
　
　
　

　
　

℡
０
１
４
５
６

－

２－

６
１
８
２

　

日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課
住
民
福
祉
係

　
　

℡
０
１
４
５
７－

６－

３
１
７
３

　

富
川
出
張
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

℡
０
１
４
５
６－

２－

０
２
５
５

　

厚
賀
出
張
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

℡
０
１
４
５
６－

５－

２
１
１
１

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、４
月
１
日
か
ら

５
月　

日（
平
成　

年
度
は
５
月　

日
）ま
で

２０

１９

２１

の
間
に
年
度
更
新
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、左
記
の
と
お
り
更
新
申

告
書
集
合
収
集
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
申
告
相
談
会

・
５
月　

日
牙　
　

時
～　

時

１７

１３

１５

　
　

会
場
：
日
高
町
商
工
会
支
所

・
５
月　

日
画　
　

時
～　

時

１８

１０

１５

　
　

会
場
：
日
高
町
商
工
会

※
浦
河
労
働
基
準
監
督
署
で
は
５
月　

日
ま

２１

で
の
年
度
更
新
期
間
中
、土
・
日
曜
日
及
び
祝

祭
日
を
除
き
毎
日
午
前
８
時　

分
～
午
後
５

３０

時　

分
ま
で
申
告
書
受
付
、相
談
及
び
保
険

１５
料
領
収
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
相
談
会
、集
合
収
集
の
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
浦
河
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
１
４
６－

２
２－

２
１
１
３

　

狂
犬
病
予
防
法
第
４
条
及
び
第
５
条
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
、「
畜
犬
登
録
及
び

狂
犬
病
予
防
注
射
」を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、犬
の
所
有
者
は
犬
を
取
得

し
た
日（
生
後　

日
以
内
の
犬
を
取
得
し

９０

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、生
後　

日
を
経
過

９０

し
た
日
）か
ら　

日
以
内
に
犬
を
登
録
し
、

３０

必
ず
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
診
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
実
施
場
所
・
日
時

◇
日
高
地
区

　

５
月　

日
牙　

９
時
～　

時

１０

１５

　
　

市
街
地
各
所

　

５
月　

日
画　

９
時
～　

時

１１

１６

　
　

千
栄
・
富
岡
・
三
岩　

巡
回

◇
門
別
地
区

　

５
月　

日
画　
　

時
～　

時

１８

１２

１４

　

門
別
競
馬
場
管
理
事
務
所
横

　

５
月　

日
俄
～　

日
画

２１

２５

　

町
内
巡
回

　

５
月　

日
俄
～　

日
我

２８

３０

　

町
内
巡
回

　

広
報
４
月
号
に
町
内
巡
回
場
所
の
日
程

表
を
折
り
込
み
ま
す
。ま
た
、す
で
に
登
録

さ
れ
て
い
る
犬
に
つ
い
て
は
、直
接
所
有

者
あ
て
に
注
射
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

②
料
金

　

・
新
規
登
録
料
１
頭
当
り
３
，０
０
０
円

　
（
登
録
済
み
の
犬
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

・
予
防
注
射
料
１
頭
あ
た
り
３
，０
４
０
円

　

・
戸
別
訪
問
料
１
頭
あ
た
り
５
０
０
円

③
次
の
場
合
は
、　

日
以
内
に
役
場
住
民
課

３０

か
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
に
届
け
出
し

ま
し
ょ
う
。

　

・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
時

　

・
飼
い
主
の
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
時

　

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
時



１
．募
集
入
居
者　

１
名

２
．入
居
資
格

　

日
高
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
者
で
、引
続
い
て
６
カ
月
以
上
居

住
し
て
い
る
満　

歳
以
上
の
者
で
次
に
掲

６５

げ
る
要
件
を
有
す
る
者
と
す
る
。

　

①
生
活
環
境
等
の
理
由
で
現
に
住
ん
で

　

い
る
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む

　

こ
と
が
困
難
な
単
身
者
又
は
配
偶
者
の

　

い
な
い
者
で
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
家

　

族
と
同
居
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
困
難

　

な
者
。

　

②
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
者
。

３
．使
用
料

　

月
額
４
６
，９
８
０
円

　
　
　
（
冬
季
間
５
２
，２
５
０
円
）

　
　

内
訳　

居
室
費　

７
，１
０
０
円

　
　
　
　
　

食　

費　

2
９
，7
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

日
相
当
分
）

３０

　
　
　
　
　

生
活
費　

1
0
，1
8
0
円

　
　
　
　
　

暖
房
費　

５
，２
７
０
円

　
　
　
　
（　

月
1
日
～
翌
年
5
月　

日
）

10

31

４
．募
集
期
間

　

平
成　

年
５
月
１
日
峨
～
５
月　

日
画

１９

２５

５
．申
込
方
法

　

入
居
申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、期
日
ま
で
に
日
高
総
合
支
所
住
民
生

活
課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
添
付
書
類　

健
康
診
断
書
・
誓
約
書
・
収

　

次
の
施
設
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）を
設
置
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
日
高
地
区
】

　

○
ひ
だ
か
高
原
荘

　

○
日
高
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

○
日
高
総
合
体
育
館

【
門
別
地
区
】

　

○
門
別
温
泉
と
ね
っ
こ
の
湯

　

○
門
別
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

　

○
厚
賀
会
館

　

○
厚
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

○
と
み
か
わ
老
人
憩
の
家 

※
地
域
の
各
種
行
事
へ
の
貸
し
出
し
用
と
し

て
、両
地
区
の
消
防
署
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置
し

て
い
ま
す
の
で
、利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、日
高
西
部
消
防
組
合
消
防
署（
0
1
4
5

6－

2－

1
5
2
1
）又
は
日
高
支
署（
0
1

4
5
7－

6－

2
2
4
4
）に
お
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。

入
申
告
書
・
身
上
調
書
）

　

尚
、申
請
書
等
は
日
高
総
合
支
所
住
民
生

活
課
に
あ
り
ま
す
。

６
．問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課

　

℡
0
1
4
5
7－

6

－

３
１
７
３

〈
確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
〉

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
計
算
誤
り

や
申
告
漏
れ
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、う
っ
か
り
確
定
申

告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
。も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
額
を
少
な
く
申
告
し
た
こ
と
に
気
づ
い

た
と
き
は
、「
修
正
申
告
」に
よ
り
正
し
い
税

額
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、申
告
を
忘
れ
た
と
き
は
、直
ち
に
確

定
申
告（
期
限
後
申
告
）を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
づ
い
た
と
き
は
、「
訂
正
申
告
」や「
更
正

の
請
求
」に
よ
り
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

苫
小
牧
税
務
署

　

℡
０
１
４
４－

３
２－

３
１
６
５

◇
休
日
の
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ
！ 

◎
も
え
る
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て 

　

日
高
町
門
別
地
区
の
4
月　

日
（
祝
日
振

30

替
）
は
ご
み
収
集
を
し
ま
す
の
で
、
ご
み
は

当
日
朝 
8
時　

分
ま
で
に
出
し
て
下
さ
い
。

30

沙
流
川
取
水
堰
・
日
高
取
水
堰

か
ら
の
放
流
に
つ
い
て
お
願
い
！

◇
次
の
よ
う
な
時
に
水
を
流
し
ま
す
。

・
雪
ど
け
、
降
雨
な
ど
に
よ
り
川
の
水
が
増

　

え
た
と
き
。

・
発
電
設
備
を
点
検
補
修
す
る
と
き
。

・
車
両
の
転
落
事
故
な
ど
、予
測
で
き
な
い

　

事
故
が
あ
っ
た
と
き
。

◇
放
流
す
る
時
の
連
絡
に
つ
い
て

①
沙
流
川
取
水
堰（
通
称
ウ
ェ
ン
ザ
ル
ダ
ム
）

　

◎
ス
ピ
ー
カ
ー
の
吹
鳴

　
　

堰
放
流
を
開
始
す
る
時
、水
位
上
昇
の

　

約　

分
前
か
ら
約　

分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

１５

１５

　

◎
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

　
　

堰
サ
イ
レ
ン
は
放
流
を
開
始
す
る
時
、

　

水
位
上
昇
の
約　

分
前
か
ら
約　

分
間
吹

１０

１０

　

鳴
し
ま
す
。

②
日
高
取
水
堰

　

◎
ス
ピ
ー
カ
ー
の
吹
鳴

　
　

堰
越
流
を
開
始
す
る
時
、約　

分
間
吹

１５

　

鳴
し
ま
す
。

　

川
で
の
事
故
防
止
の
た
め
、ス
ピ
ー
カ
ー
、

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
が
聞
こ
え
た
時
に
は
川
よ

り
安
全
な
場
所
に
戻
っ
て
下
さ
い
。

　

特
に
魚
釣
り
や
子
供
さ
ん
の
川
遊
び
な
ど

に
は
、十
分
注
意
願
い
ま
す
。

＊
堰
放
流
の
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
電
力
㈱
日
高
水
力
セ
ン
タ
ー

　

℡
0
1
4
5
7－

6－
2
0
7
6



有
限
会
社　

大
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

南　

悟　

様

は
平
成　

年
3
月　

日
、社
会
福
祉
基
金
寄

19

20

附
金
と
し
て
金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
建
設
・
秋
津
道
路

　
　
　
　
　

経
常
建
設
共
同
企
業
体　

　

代
表　

道
路
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　

取
締
役
社
長　

宮
崎
洋
二　

様

は
平
成　

年
3
月　

日
、交
通
安
全
啓
発
用

19

14

「
安
全
旗
」　

枚
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

３００

◇
中
村
聖
子
様（
厚
賀
町
）さ
く
ら
・
う
ぐ
い

す
も
ち
多
数
◇
栗
山
久
子
様（
富
川
東
）

ジ
ュ
ー
ス
多
数
◇
か
も
め
カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部

代
表　

阿
部
登
志
夫
様（
厚
賀
町
）カ
ラ
オ
ケ

慰
問　

以
上
老
人
ホ
ー
ム
門
別
長
生
園
得
陽

園
へ
◇
石
原
俊
英
・
典
子
様（
富
川
西
）甘
酒
多
数

◇
松
尾
裕
二
様（
富
川
南
）お
茶
缶
多
数
◇
佐

藤
正
人
様（
美
原
）軟
白
ネ
ギ
多
数
◇
遠
藤
孝

子
様（
富
川
南
）ヨ
ー
グ
ル
ッ
ペ
多
数　

以
上

介
護
老
人
保
健
施
設
門
別
愛
生
苑
へ

◇
澤
里
繁
雄
様（
旭
町
）金
一
封
◇
佐
治
つ
ね

ゑ
様（
新
町
）金
一
封　

以
上
日
高
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ

①
応
募
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者（
男
子
）

１８

２７

②
受
付
期
間

　

受
付
中
か
ら
６
月
６
日
我
締
切

③
試
験
日

　

６
月
９
日
臥
・
６
月　

日
蚊

１０

④
試
験
種
目

　

筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
・
社
会
・
作
文
）、

　

面
接
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

⑤
待
遇

・
身
分　

特
別
国
家
公
務
員

・
初
任
給　
　

万
７
，５
０
０
円

１５

　
　
　
　
（
勤
勉
手
当
年
２
回
、４
．　

ヵ
月
）

４５

・
衣
食
住

　

食
費
・
宿
舎
無
料
・
衣
服
類
支
給
又
は
貸
与

・
そ
の
他

　

年
次
休
暇

　

特
別
休
暇（
夏
季
・
年
末
年
始
）

　

福
利
厚
生
・
健
康
管
理
、災
害
補
償

　

任
期
満
了
・
退
職
時
の
就
職
援
護
等
あ
り

⑥
問
合
せ
先

　

お
近
く
の
自
衛
官
募
集
相
談
員

　

中
川
美
和（
富
川
北
）中
村
聖
子（
厚
賀
町
）

　

川
渕
健
一（
新
町
）

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　

静
内
地
域
事
務
所

　

℡
０
１
４
６
４
―
４
―
２
１
２
１

　
　

内
線
３
６
４

　

体
験
農
園「
ひ
だ
か
木
も
れ
び
農
園
」の
今

期
の
使
用
者
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
農
園
は
、日
高
町
の
豊
か
な
自
然
や

風
土
を
媒
体
と
し
て
都
市
と
農
山
村
と
の
交

流
を
促
進
し
、都
市
住
民
と
地
域
の
住
民
が

土
い
じ
り
を
通
し
て
農
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、地
域
振
興
を
図
る
目
的
で
設
置
し
た

も
の
で
す
。

　

昨
年
は
一
般
利
用
者
が　

区
画
、産
業
学

１７

習
生
４
区
画
・
子
ど
も
会
３
区
画
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
等
１
区
画
の
計　

区
画
の
利
用

２５

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

圃
場
の
状
況
を
見
な
が
ら
開
園
し
ま
す

が
、使
用
者
個
々
の
作
付
時
期
を
打
合
せ
し

な
が
ら
圃
場
の
準
備
を
す
る
予
定
で
す
。

◎
圃
場
面
積

　

一
区
画　
　

㎡（　

ｍ
×　

ｍ

 　  

）

１００

１０

１０

◎
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
シ
ー
ズ
ン　 

７
，０
０
０
円
／
一
区
画

◎
申
込
期
限

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
、開
園
時
に
使
用
者
の
決

定
を
し
ま
す
が
、空
き
区
画
が
な
く
な
る
ま

で
随
時
受
付
致
し
ま
す
。

　

昨
年
使
用
し
、土
作
り
を
し
て
い
た
場
所

を
希
望
す
る
方
は
、そ
の
区
画
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
配
慮
致
し
ま
す
。

◎
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課
農
産
係

　

℡
０
１
４
５
７－

６

－

２
０
０
８

○
試
験
日
時　

平
成　

年
８
月　

日
我

１９

２９

　
　
　
　
　
　
　

時　

分
～　

時
ま
で

１３

３０

１６

○
試
験
地　
　

苫
小
牧
市

○
受
験
資
格

　

多
人
数
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て

提
供
す
る
寄
宿
舎
、学
校
、病
院
等
の
施
設

ま
た
は
食
品
衛
生
法
に
よ
る
飲
食
店
営

業
、魚
介
販
売
業
若
し
く
は
そ
う
ざ
い
製

造
業
の
許
可
を
有
す
る
お
店
に
お
い
て
平

成　

年
６
月
１
日
ま
で
に
２
年
以
上
の
調

１９
理
の
業
務
に
従
事
し
た
方
。

※
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
は
、週
４

日
以
上
か
つ
１
日
６
時
間
以
上
勤
務
し
て

い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

○
受
験
科
目

　

食
文
化
概
論
・
衛
生
法
規
・
公
衆
衛
生

学
・
栄
養
学
・
食
品
学
・
食
品
衛
生
及
び
調

理
理
論

○
願
書
受
付
期
間

　

平
成　

年
５
月
７
日
俄
～
６
月
１
日
画

１９

○
提
出
書
類

　

調
理
師
試
験
受
験
願
書

　

調
理
師
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

○
受
験
手
数
料　

６
，７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
(
　
　
　
　
　
　
　
)

　
　
　
　
　
　
　 

北
海
道
収
入
証
紙
 

○
願
書
受
付
先
・
問
い
合
せ

　

北
海
道
静
内
保
健
所

　

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　

℡
０
１
４
６－

４
２－

０
２
５
１



（
総
務
課
長
補
佐（
情
報
担
当
）兼
情
報
管
理

係
長
兼
合
併
調
整
室
長
補
佐
）▽
富
川
出
張

所
長　

塚
田
信
夫（
税
務
課
長
補
佐（
町
民

税
・
資
産
税
担
当
））▽
税
務
課
長
補
佐　

水

上
博（
税
務
課
長
補
佐（
歳
入
担
当
））▽
上
下

水
道
課
長
補
佐（
経
理
・
管
理
担
当
）　

田
澤

祥
克（
門
別
愛
生
苑
事
務
長
補
佐
兼
支
援
相

談
係
長
）▽
保
育
所
副
管
理
者（
本
庁
担
当
）

兼
富
川
二
葉
保
育
所
長
兼
厚
賀
す
ず
ら
ん
保

育
所
長　

坂
上
和
敏（
門
別
国
民
健
康
保
険

病
院
事
務
次
長
兼
総
務
係
長
）▽
門
別
老
人

ホ
ー
ム
改
築
準
備
室
長
補
佐　

野
口
惇（
収

納
対
策
室
長
補
佐
）▽
門
別
国
民
健
康
保
険

病
院
事
務
次
長
兼
総
務
係
長　

倉
口
重
則

（
住
民
課
主
幹（
環
境
衛
生
担
当
）兼
環
境
衛

生
係
長
）▽
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課
長

補
佐（
農
産
・
林
務
担
当
）兼
林
務
係
長　

川

西
光
浩（
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課
林
務

係
長
）▽
管
財
施
設
係
長
の
兼
務
を
解
く　

西
島
隆
博（
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
長

補
佐（
管
財
施
設
担
当
）兼
管
財
施
設
係
長
）

▽
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
長
補
佐（
環

境
下
水
道
・
水
道
・
日
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

担
当
）　

本
多
治（
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備

課
長
補
佐（
水
道
担
当
））▽
建
築
住
宅
係
長

の
兼
務
を
解
く　

伊
藤
裕
之（
日
高
総
合
支

所
施
設
整
備
課
長
補
佐（
建
築
住
宅
・
土
木
担

当
）兼
建
築
住
宅
係
長
）▽
住
民
課
主
幹（
環

境
衛
生
担
当
）兼
環
境
衛
生
係
長　

寺
越
秀

幸（
門
別
得
陽
園
主
幹
兼
門
別
得
陽
園
生
活

相
談
係
長
兼
門
別
や
す
ら
ぎ
荘
主
幹
兼
門
別

や
す
ら
ぎ
荘
生
活
相
談
係
長
）▽
富
川
出
張

所
主
幹
兼
富
川
出
張
所
副
所
長　

中
村
晴
美

（
富
川
出
張
所
副
所
長
）▽
門
別
得
陽
園
主
幹

兼
門
別
得
陽
園
事
務
係
長
兼
門
別
長
生
園
主

幹
兼
門
別
長
生
園
事
務
係
長
兼
門
別
や
す
ら

ぎ
荘
主
幹
兼
門
別
や
す
ら
ぎ
荘
事
務
係
長　

大
石
徹（
門
別
得
陽
園
事
務
係
長
兼
門
別
長

生
園
事
務
係
長
兼
門
別
や
す
ら
ぎ
荘
事
務
係

長
）▽
企
画
商
工
課
商
工
観
光
係
長　

白
川

篤
実（
農
業
委
員
会
農
地
係
長
）▽
と
み
か
わ

児
童
館
長　

江
刺
家
優（
税
務
課
歳
入
係
長
）

▽
税
務
課
町
民
税
係
長　

西
内
康
弘（
収
納

対
策
室
収
納
対
策
１
係
長
）▽
税
務
課
歳
入

係
長　

湯
村
篤
司（
企
画
商
工
課
商
工
観
光

係
長
）▽
産
業
課
畜
産
係
長　

奈
良
淳（
税
務

課
町
民
税
係
長
）▽
収
納
対
策
室
収
納
対
策

係
長　

松
本
達
哉（
収
納
対
策
室
収
納
対
策

２
係
長
）▽
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
広
報
情

報
係
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
主
査　

高
橋
健

（
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課
企
画
係
長
兼

観
光
係
長
）▽
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
経
理

係
長
兼
合
併
調
整
室
主
査
兼
行
政
改
革
推
進

室
主
査　

小
野
俊
勝（
日
高
総
合
支
所
庶
務

課
広
報
情
報
係
長
兼
合
併
調
整
室
主
査
）▽

日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課
保
険
衛
生
係
長

　

小
闕
正
徳（
日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課

保
険
衛
生
係
長（
衛
生
担
当
））▽
日
高
総
合

支
所
経
済
振
興
課
企
画
係
長
兼
観
光
係
長　

水
上
博
志（
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
経
理
係

長
兼
行
政
改
革
推
進
室
主
査
）▽
日
高
総
合

支
所
経
済
振
興
課
農
産
係
長　

大
友
光
晴

（
日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課
保
険
衛
生
係

長（
保
険
担
当
））▽
日
高
総
合
支
所
施
設
整

　

発
令
名
・
氏
名
・（
前
職
名
）
の
順

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
（
４
月
１
日
付
け
）

【
町
長
部
局
発
令
】

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

榊
原
春
雄

（
会
計
課
長
）▽
総
務
課
長
兼
合
併
調
整
室

長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長　

宮
川
正
己

（
保
健
福
祉
課
長
兼
保
育
所
管
理
者（
本
庁

担
当
））▽
企
画
商
工
課
長　

庄
野
均（
住

民
課
長
）▽
住
民
課
長　

水
落
英
俊（
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
長
兼
門
別
公
民
館
長

兼
富
川
青
少
年
会
館
長
）▽
保
健
福
祉
課

長
兼
保
育
所
管
理
者（
本
庁
担
当
）　

佐
藤

則
男（
総
務
課
長
兼
合
併
調
整
室
長
兼
行

政
改
革
推
進
室
長
）▽
上
下
水
道
課
長　

宮
川
信
夫（
教
育
委
員
会
管
理
課
長
）▽
支

援
相
談
係
長
事
務
取
扱
兼
務　

磯
浪
收

（
門
別
愛
生
苑
事
務
長
）▽
門
別
老
人
ホ
ー

ム
改
築
準
備
室
長
兼
務　

藤
谷
修
三（
門

別
得
陽
園
長
兼
門
別
長
生
園
長
兼
門
別
や

す
ら
ぎ
荘
施
設
長
）▽
日
高
総
合
支
所
施

設
整
備
課
参
事（
環
境
下
水
道
・
水
道
・
日

高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
担
当
）兼
日
高
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長　

今
秀
記（
日
高

総
合
支
所
施
設
整
備
課
長
補
佐（
環
境
下

水
道
担
当
）兼
日
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長
）▽
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐
兼
総

務
課
長
補
佐（
情
報
担
当
）兼
情
報
管
理
係

長
兼
合
併
調
整
室
長
補
佐　

堂
前
保
志

備
課
建
築
住
宅
係
長　

門
野
智（
日
高
総
合

支
所
施
設
整
備
課
）▽
日
高
総
合
支
所
施
設

整
備
課
水
道
係
長　

小
野
寺
孝（
日
高
総
合

支
所
庶
務
課
兼
行
政
改
革
推
進
室
）▽
日
高

総
合
支
所
施
設
整
備
課
管
財
施
設
係
長　

炭

本
与
志
男（
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
水

道
係
長
）▽
門
別
得
陽
園
生
活
相
談
係
長
兼

門
別
や
す
ら
ぎ
荘
生
活
相
談
係
長　

笠
原
光

子（
門
別
得
陽
園
介
護
長
兼
門
別
得
陽
園
介

護
支
援
専
門
員
）▽
門
別
得
陽
園
介
護
長
兼

門
別
得
陽
園
介
護
支
援
専
門
員　

明
石
美
枝

（
門
別
愛
生
苑
介
護
長
兼
介
護
支
援
専
門
員
）

▽
門
別
愛
生
苑
介
護
長　

辻
な
み（
門
別
愛

生
苑
副
介
護
長
）▽
総
務
課
兼
行
政
改
革
推

進
室　

工
藤
郁
美（
富
川
出
張
所
）▽
住
民
課

　

吉
田
守
良（
門
別
得
陽
園
兼
門
別
長
生
園
）

▽
住
民
課　

佐
々
木
恵（
教
育
委
員
会
管
理

課
）▽
税
務
課　

中
村
直
弘（
総
務
課
兼
行
政

改
革
推
進
室
）▽
行
政
改
革
推
進
室
兼
総
務

課　

遠
藤
聖（
住
民
課
）▽
日
高
総
合
支
所
施

設
整
備
課　

松
原
譲
司（
日
高
国
民
健
康
保

険
病
院
）▽
門
別
愛
生
苑
主
任
介
護
員　

濱

田
富
美
子（
門
別
愛
生
苑
介
護
員
）▽
門
別
愛

生
苑
介
護
員
兼
介
護
支
援
専
門
員　

藤
田
陽

子（
門
別
愛
生
苑
介
護
員
兼
門
別
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
介
護
支
援
専
門
員
）

【
教
育
委
員
会
発
令
】

▽
管
理
課
長　

畑
端
好（
上
下
水
道
課
長
）▽

社
会
教
育
課
長
兼
門
別
公
民
館
長
兼
富
川
青

少
年
会
館
長　

坂
東
美
成（
企
画
商
工
課
長
）

▽
管
理
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

三
田
村
文

司（
富
川
出
張
所
長
）▽
富
川
青
少
年
会
館
管



　

発
令
名
・
氏
名
・（
前
職
名
）
の
順
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
（
４
月
１
日
付
け
）

【
消
防
本
部
】

▽
総
務
課
総
務
主
幹
兼
庶
務
係
長　

金
森
勇

美（
総
務
課
庶
務
係
長
兼
財
政
係
長
）

【
消
防
署
】

▽
警
防
課
長
補
佐　

松
本
勝
守（
警
防
課
長

補
佐
兼
技
術
係
長
）▽
厚
賀
分
遣
所
長　

旭

岡
誠（
警
防
課
警
防
主
幹
）▽
警
防
課
技
術
主

幹
兼
技
術
係
長　

仙
北
谷
進（
厚
賀
分
遣
所

長
兼
主
幹
）▽
警
防
課
警
防
・
訓
練
指
導
主
幹

兼
警
防
係
長　

松
野
保
廣（
警
防
課
訓
練
指

導
主
幹
）▽
予
防
課
保
安
主
幹
兼
消
防
本
部

消
防
課
消
防
主
幹
兼
消
防
係
長　

島
田
道
嗣

（
予
防
課
保
安
主
幹
兼
保
安
係
長
兼
消
防
本

部
消
防
課
消
防
主
幹
兼
消
防
係
長
）▽
予
防

課
予
防
主
幹　

田
村
良
二（
予
防
課
予
防
主

幹
兼
予
防
係
長
）▽
予
防
課
保
安
係
長
兼
予

防
係
長　

藍
原
均（
門
別
分
遣
所
係
主
査
）▽

門
別
分
遣
所
係
長　

佐
藤
和
幸（
予
防
課
予

防
係
主
査
兼
消
防
本
部
消
防
課
消
防
係
主

査
）▽
予
防
課
予
防
係
主
査
兼
保
安
係
主
査

　

宮
本
裕
史（
警
防
課
警
防
係
主
査
）▽
警
防

課
警
防
係
主
任　

窪
田
智
宏（
予
防
課
予
防

係
主
任
兼
保
安
係
主
任
）▽
警
防
課
訓
練
指

導
係
主
任　

濱
口
大
五（
厚
賀
分
遣
所
係
主

任
）▽
警
防
課
技
術
係
主
任　

丹
羽
智
尚（
警

防
課
技
術
係
主
任
兼
訓
練
指
導
係
主
任
）▽

警
防
課
救
急
係
主
任
兼
消
防
本
部
消
防
課
消

防
係
主
任　

梅
津
尚
幸（
警
防
課
救
急
係
兼

予
防
課
予
防
係
）▽
警
防
課
救
急
係
兼
庶
務

課
庶
務
係　

山
口
竜
也（
警
防
課
救
急
係
兼

消
防
本
部
消
防
課
消
防
係
）▽
厚
賀
分
遣
所

係　

日
川
陽
一
郎（
予
防
課
保
安
係
兼
予
防

係
）▽
予
防
課
保
安
係
兼
予
防
係
兼
消
防
本

部
消
防
課
消
防
係　

谷
川
裕
之（
消
防
署
日

高
支
署
警
防
係
）

【
消
防
署
日
高
支
署
】

▽
主
幹（
庶
務
担
当
）　

渡
辺
巌（
主
幹（
庶
務

担
当
）兼
庶
務
係
長
）▽
庶
務
係
長　

清
水
哲

也（
消
防
署
警
防
課
警
防
係
長
）▽
警
防
係
兼

訓
練
指
導
係　

千
葉
秀
明（
救
急
係
兼
訓
練

指
導
係
）▽
救
急
係
兼
訓
練
指
導
係　

岡
村

博
之（
消
防
署
警
防
課
救
急
係
兼
庶
務
課
庶

務
係
）

【
４
月
１
日
付
新
規
採
用
職
員
】

▽
梅
木
紀
彰　

消
防
署
警
防
課
救
急
係（
消

防
士
）

理
係
長
の
兼
務
を
解
く　

梅
木
聡（
社
会

教
育
課
長
補
佐
兼
業
務
管
理
係
長
兼
企
画

調
整
室
長
補
佐
兼
門
別
公
民
館
長
補
佐
兼

富
川
青
少
年
会
館
長
補
佐
兼
富
川
青
少
年

会
館
管
理
係
長
兼
社
会
教
育
主
事
）▽
生

涯
学
習
課
長
補
佐（
社
会
教
育
担
当
）兼
教

育
振
興
係
長
兼
日
高
山
脈
館
事
業
係
長　

吉
川
達
宏（
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課

長
補
佐（
農
産
・
林
務
担
当
）兼
農
産
係
長
）

▽
富
川
青
少
年
会
館
管
理
係
長　

佐
藤
哲

男（
産
業
課
畜
産
係
長
）▽
日
高
高
等
学
校

管
理
係
長　

金
子
敏
之（
生
涯
学
習
課
教

育
振
興
係
長（
総
務
学
校
教
育
担
当
））▽

管
理
課　

福
居
ひ
と
み（
管
理
課（
富
川
小

学
校
））▽
管
理
課　

法
理
智
典（
上
下
水

道
課
）▽
社
会
教
育
課　

松
山
貴
子（
管
理

課
）▽
生
涯
学
習
課　

佐
々
木
勇
詞（
産
業

学
習
推
進
室
）

【
農
業
委
員
会
発
令
】

▽
農
地
係
長　

伊
藤
博
教（
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
教
育
振
興
係
長（
社
会
教
育

担
当
））

【
日
高
管
内
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
へ
派

遣
】
▽
茂
野
良
二（
税
務
課
）

【
４
月
１
日
付
新
規
採
用
職
員
】

▽
吉
田
優
一　

門
別
国
民
健
康
保
険
病
院

医
長
▽
上
田
哲
子　

保
健
福
祉
課（
保
健

師
）▽
正
木
育
子　

門
別
得
陽
園（
介
護

員
）▽
笹
村
恵
子　

門
別
国
民
健
康
保
険

病
院（
看
護
師
）▽
東
豊
土　

教
育
委
員
会

日
高
山
脈
館

【
再
任
用
職
員（
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
）】

▽
山
田
時
雄　

管
財
建
築
課
▽
菅
野
栄　
 

教
育
委
員
会
管
理
課（
門
別
小
学
校
）

【
３
月　

日
付
退
職
者
】

３１

▽
菊
地
亮
子（
保
育
所
副
管
理
者（
本
庁
担

当
）兼
富
川
二
葉
保
育
所
長
兼
厚
賀
す
ず
ら

ん
保
育
所
長
）▽
藤
澤
英
明（
日
高
総
合
支
所

庶
務
課
付
主
幹
）▽
大
河
原
正（
日
高
総
合
支

所
施
設
整
備
課
）▽
横
山
進（
日
高
総
合
支
所

庶
務
課
付
）▽
和
田
至（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
）▽
臼
杵
昌
子（
教
育
委
員
会
日
高
山
脈

館
事
業
係
長
）

自動車税は、毎年４月１日現在の所有（使用）者の方に納めていただく道税です。 

納税通知書は、５月７日に全道一斉に 発送します。 
納税通知書がお手元に届いていない方は、胆振支庁までご連絡ください。

自動車税納税通知書（５月７日発送分）は、コンビニエンスストアー
でのお支払いができるようになりました。
連絡先　〒051-8558　室蘭市幸町9番11号

胆振支庁地域振興部課税課自動車税係 　℡ 0143(24)9581 (直通)
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▽赤ちゃん健診

　３０日（水）　富川公会堂

　＊対象は、平成１８年５、７、１０月、平成１９年１月生まれの

　　赤ちゃん

▽よいこクラブ（フッ素塗布）

　９日（水）　門別公民館

　１０日（木）　富川公会堂

　１１日（金）　富川公会堂、厚賀コミュニティセンター

　１７日（木）　日高保育所

　１８日（金）　サンポッケ

▽子育てひろば（育児相談）

　８日（火）　門別ふれあいセンター

　１０日（木）　サンポッケ

▽健康ひろば（健康相談）

　８日（火）　門別ふれあいセンター

　２１日（月）　日高老人福祉センター

▽乳・子宮がん検診

　３０日（水）　こもれびホール

▽予防接種

〈三種混合〉

　２３、２４、２８、２９日　門別国保病院

　２５日（金）　富川駅前クリニック

〈ポリオ〉

　１０日（木）　日高国保病院

〈麻しん・風しん混合〉

　３０、３１日　鎌田病院

〈ＢＣＧ〉

　３０日（水）　富川公会堂

　◎対象は、精神的な不安や悩みがある方です。

　〈日時〉５月１１日（金）　１３：３０～１５：３０

　〈場所〉静内保健所

　　　　新ひだか町静内こうせい町２丁目８－１

　＊予約制ですので５月７日（月）までに申し込み

　　をしてください。（月１回開催予定です。）

申し込み先、問い合わせ先

　　静内保健所健康推進課主査または保健師

　　℡０１４６－４２－０２５１

期間　４月２０日～４月３０日まで

『消さないで　あなたの心の　注意の火。』
　春の訪れとともに寒さも和らぎ、ふとした気の緩

みから、火の取扱いがおろそかになる時季を迎えて

います。

　空気が非常に乾燥し、屋外には枯草が残っており、

小さな火でも火災になる危険性があります。

　◎屋外、特に山林などで、タバコの投げ捨ては絶対

　　に止めましょう。

　◎子供には、マッチやライターなどで遊ばせない

　　ようにしましょう。

　◎万一の時は、ただちに１１９番に通報して下さい。

　火災発生の大部分は未然に防ぐことができます。

一人一人が防火の意識と責任を持っていただけるよ

う住民の皆様にご協力をお願いします。

　期間中、おやすみ前にサイレン（午後８時）を鳴ら

しますので、火の元の点検をお願いいたします。

日高西部消防組合消防署

日高支署

日高消防団
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月

　日高山脈館　
　開館時間　　１０：００～１７：００（４月～１０月）

　猿休館日　　毎週月曜日（祝日の場合は翌火曜）

　猿お問合せ　日高山脈館　０１４５７－６－９０３３

　日高町民センター・総合体育館　
　開館時間　　９：００～２１：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　教育委員会分室生涯学習課

　　　　　　　０１４５７－６－３８５８

　門別総合町民センター　
<スポーツセンター>
　4月１３日現在、主な行事は入っていません。

　猿開館時間　９：００～２１：００

　猿休館日　　１日・７日・１４日・２１日・２８日

<福祉センター>
　4月１３日現在、主な行事は入っていません。

　猿開館時間　９：００～２１：００

　猿お問合せ　教育委員会　０１４５６－２－２４５１

平成１９年３月末現在 

外国人登録世帯数女男人　口

６１人６，５８５世帯７，１８３人７，０９６人１４，２７９人今月の人口

（８）（△６０）（△９７）（△８４）（△１８１）前月対比

　日高図書館郷土資料館　
　開館時間　　１０：００～１７：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　日高図書館郷土資料館

　　　　　　　０１４５７－６－２４６９

　とみかわ児童館　
　１０日（木）　母の日工作会

　１７日（木）　キラキラチャレンジ

　１８日（金）　児童クラブ工作会

　２４日（木）　ぬりえの日

　２５日（金）　おりがみクラブ

　３１日（木）　カレンダーづくり

　猿開館時間　９：００～１７：００

　猿休館日　　３日・４日・５日・６日・１３日・２０日・２７日

　猿お問合せ　とみかわ児童館　０１４５６－２－３０４４

　門別図書館郷土資料館　
　２７日（日）　博物館・美術館見学ツアー（札幌市）

　－お知らせ－

　＊図書館の利用者カードは、０歳から登録できます。

　＊門別図書館で借りた本は、日高図書館・門別公民館・厚

　　賀コミュニティーセンターでも返却できます。

　猿開館時間　火～金　１０：００～１８：００

　　　　　　　土・日　１０：００～１７：００

　猿休館日　　３日・４日・５日・７日・１４日・２１日・２８日・３１日

　猿お問合せ　門別図書館郷土資料館　０１４５６－２－３７４６

札幌弁護士会 ひだか弁護士相談センター
　クレジット・サラ金・交通事故・離婚・相続・賃貸
借・おとなりとのトラブル・・・などなど何でもお気
軽にご相談ください。
　５月の相談日・・・８日（火）　・９日（水）
　　　　　　　　　・１７日（木）　・１８日（金）
　　　　　　　　　・２８日（月）　・２９日（火）
□事前予約制　℡０１４６－４２－８３７３
□予約受付　　平日の午前１０時から午後４時まで
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